イエス ノ ワライ カネモチ by 滝澤 武人 et al.
― 85 ―
〔研究ノート〕
イエスの笑い・金持
滝　澤　武　人
１
　イエスは現場の人間，現場の「活動家」であった。社会の最下層・最底辺
に生きる「貧しい者」，「小さい者」，「弱い者」，「穢れた者」，「罪ある者」た
ちの仲間となり友となって生きぬいた。「わたしが来たのは，正しい人を招
くためではなく，罪人を招くためである」（マルコ2,17)という言葉は，イエ
スの基本姿勢である。
　イエスは「語り」の名手であった。さまざまな現場で，さまざまな人間に，
さまざまな方法で語りかけた。よくもまああれほど咄嗟にあれこれ語れるも
のだと感心してしまう。誰でもイエスの珠玉の名文句の一つや二つは思いう
かべることができるであろう。二千年の時を隔ててもなお，そこには驚くほ
ど新鮮で豊かな感動と生命力が宿っている。
　イエスは「シャベリ」の達人であった。ユーモアに富んだ絶妙の語り口で
民衆の心をしっかりととらえていた。というよりも，イエスが話しはじめる
前から，すでに民衆はイエスの楽しいシャベリに大いに期待していたのだろ
う。民衆とイエスは，信頼とユーモアの太い絆でしっかりと結ばれ，いつも
笑いの渦が湧き起こっていたにちがいない。
　福音書には大小さまざまな多くの譬え話が含まれている。いずれも誰にで
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も分かりやすく興味深いものばかりである。「イエスは，人々の聞く力に応
じて，このように多くのたとえで御言葉を語られた」（マルコ4,33）と記さ
れている通りであり，農民には農民の，羊飼いには羊飼いの，日雇い労働者
には日雇い労働者の生活に根ざした譬え話を面白おかしく語ったのである。
　以下，「金持」に関するいくつかのテキストを「笑い」という視点から読
み直してみたい。それによって，譬え解釈に新しい可能性がもたらされ，イ
エスの新しい人間的魅力に光をあてられるようになるかもしれない。しかし
ながら，瞬間に生まれ瞬間に消え去ってしまう笑いを復元する作業はそれほ
ど簡単ではない。笑いの古典的著作を書いたベルクソン自身が，笑いを「浜
辺にうち寄せる波の泡」にたとえている。子供がそれを手ですくってみても，
後に残されるのは海水の苦味だけなのである。
　イエスの笑いをとりもどすには，福音書研究の蓄積を最低限ふまえ，歴史
的想像力を大胆に働かせながら，イエスの心の奥底を覗き見ななければなら
ない。イエスがどんな相手にどんな意図をもって，どんな抑揚と強弱と間（マ）
をもって語っていたのか，冷静に分析し想像しなければならないのである。
さらに，そのようにしてやっと到達した〈イエスの笑い〉を読者に伝えるこ
とがまたもや難事業である。とても笑えるような話ではない。
　イエスの絶妙の語り口を再現させるには，生き生きとした会話体の新しい
表現が工夫されるべきであろうが，ここでは『新共同訳』（日本聖書協会，
2006年）を引用するに留めざるをえなかった。ただし，必要に応じて多少変
更したり，私訳を掲げたりしたところもある。また，文中に（笑い）という
言葉を挿入し，私自身の判断を示しておいた。
２
　テキストを具体的に検討する前に，イエスが「金持」に対してどのような
姿勢を抱いていたのかを確認しておこう。
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　　 金持ちが神の国に入るよりも，らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。
（マルコ10,25）
　これがイエスのゆるぎない基本姿勢である。そこまで言わなくてもよかろ
うと思うほどであるが，いかなる妥協も一切ありえない。金持は絶対に神の
国に入れないと単純明快に言い切っているのである。しかも，この言葉が発
せられたのは，〈永遠の命〉を求める金持との対話（17－22節）につづく文
脈である。すなわち，「持っている物を売り払い，貧しい人々に施しなさい」
とイエスに告げられた金持が，「気を落とし，悲しみながら」イエスのもと
から立ち去ったという。財産を放棄できない自分自身に嫌気がさしたという
ニュアンスである。しかしながら，「気を落とし」は「陰鬱になり」「ぞっと
して」，そして「悲しみながら」も「傷つけられて」「感情を害されて」「ム
カッとして」というニュアンスを含んでいるものと思われる。その金持は，
イエスの皮肉たっぷりな発言に傷つけられ，かなり強い反発感情を抱いて立
ち去ったのである。
　逆に，イエスが語る「神の国」とは，「乞食たち」（ルカ6,20），「徴税人や
娼婦たち」（マタイ21,31），「子供たち」（マルコ10,14－15），「異邦人たち」（マ
タイ8,11），「病人や障害者たち」（ルカ11,20），「罪人たち」（マルコ2,17），「日
雇い労働者たち」（マタイ20,1－10），「最も小さな者」（ルカ7,28）たちのも
のである。すなわち，社会の最底辺で苦しみながら生きざるをえない人々，
「神の国」には絶対に入れないとされていた人々のものにほかならない。
＊　＊　＊　＊　＊
　最初に，「金持と乞食ラザロ」の物語（ルカ16,19－26）をとりあげよう。
なお，これにつづく27－31節はルカによる付加であろう。
　ある金持ちがいた。いつも紫の衣や柔らかい麻布を着て，毎日ぜいたく
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に遊び暮らしていた（笑い）。この金持ちの門前に，ラザロというできも
のだらけの乞食が横たわり，その食卓から落ちる物で腹を満たしたいもの
だと思っていた。犬もやって来ては，そのできものをなめた。やがて，こ
の乞食は死んで，天使たちによって宴席にいるアブラハムのすぐそばに連
れて行かれた（笑い）。金持ちも死んで葬られた。そして，金持ちは陰
よ
府
み
でさいなまれながら目を上げると，宴席でアブラハムとそのすぐそばにい
るラザロとが，はるかかなたに見えた（笑い）。そこで，大声で言った。「父
アブラハムよ，わたしを憐れんでください。ラザロをよこして，指先を水
に浸し，わたしの舌を冷やさせてください。わたしはこの炎の中でもだえ
苦しんでいます（笑い）。」しかし，アブラハムは言った。「子よ，思い出
してみるがよい。お前は生きている間に良いものをもらっていたが，ラザ
ロは反対に悪いものをもらっていた。今は，ここで彼は慰められ，お前は
もだえ苦しむのだ（笑い）。そればかりか，わたしたちとお前たちの間に
は大きな淵があって，ここからお前たちの方へ渡ろうとしてもできないし，
そこからわたしたちの方に越えて来ることもできない（笑い）。
　読まれるとおりであり，説明を付け加える必要はなかろう。「金持と乞食」
の死後の運命の逆転が端的に断言されている。乞食が天上の祝宴（神の国）
に連なり，金持が業火の燃える陰府（地獄）でもだえ苦しむ。しかも，その
間には「大きな淵」があって行き来することもできないのである。そのよう
な逆転の根拠として挙げられるのは，生前における両者の極端な不平等のみ
である。イエスはそのような不平等をどうしても赦せないのであり，どうし
てもラザロの側に立ちたいのである。なお，新共同訳その他の訳は，ラザロ
を「乞食」ではなく「貧しい人」と訳しているが，このような苦境にある人
間がたんに「貧しい人」であったとはとうてい考えられない。原語の「プト
ーコス」ももともと「乞食」である。
　このラザロ物語の平行記事が，エジプトの民話，エルサレム・タルムード，
ルーキアーノスなどに見いだされている。これらの物語はその時代のユダヤ
イエスの笑い・金持
― 89 ―
人によく知られており，イエスもそれらを用いて自らの思想を展開したので
あろう。「幸い，乞食たち！　神の国は彼らのもの！」（ルカ6,20とマタイ5,3
から再構成した私訳）というイエスの激しい言葉が，この物語に直結してい
る。イエスの目の前にいるのは，乞食たちを差別し地獄に落ちるにちがいな
いと考えていた，敵対者たち（権力者や金持たち）であろう。イエスは彼ら
にあえて逆説的に叫ばざるをえなかったのであろう。「お前たちが馬鹿にし
ている乞食たちこそが神の国に入るのだ！」この言葉には，社会の最底辺者
たちの過酷な現実に対するイエスの怒りがこめられており，そのような現実
を生きざるをえない乞食たちに対する溢れんばかりの情熱がみなぎってい
る。「俺が彼らをきっと神の国に入れてやる！」
　さて，この物語の聴衆は，乞食ラザロの側に共鳴を感ずる人々が中心であ
ったのだろう。それでこそこの物語の中に「笑い」が生まれてくる。冒頭の
「ある金持ちがいた」というイエスの語り出しによって，彼らの中にある種
の緊張感が生まれていたはずである。「いつも紫の衣や柔らかい麻布を着て，
毎日ぜいたくに遊び暮らしていた」という説明で，一挙に苦笑が溢れたにち
がいない。彼らにはそんな金持の生活なんてまったく無縁だからだ。そして，
ラザロの悲惨な描写で同情の沈黙がもたらされ，「天使たちによって宴席に
いるアブラハムのすぐそばに連れて行かれた」でほっとした笑い……。実に
巧妙な語り口である。あとは次から次へと笑いが引き出されていったのでは
あるまいか。金持とラザロとの間を遮断する「大きな淵」に言及される最後
の場面でも，大きな笑いが生まれたことだろう。金持からすればこんな理不
尽で残酷な物語はない。もちろん笑うどころではない。だが，金持に対する
イエスの厳しい姿勢は驚くほど徹底しているのである。
　「やもめの献金」の物語（マルコ12,41－44）においても，金持と乞食のや
もめがきわめて対照的に描かれている。新共同訳では「貧しい」やもめとさ
れているが，「レプトン銅貨二枚」（数十円？）が「自分の持っている物」の
すべてであった彼女も，おそらく「乞食」であったのだろう。多額の献金を
した金持よりも，その「生活費を全部入れた」やもめの側に立つ，とイエス
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は逆説的に宣告しているのである。
３
　「愚かな金持」の譬え（ルカ12,16－20）においては，金持の命までもが取
り上げられると断定されている。
　 　ある金持ちの畑が豊作だった。金持ちは，「どうしよう。作物をしまっ
ておく場所がない」（笑い）と思い巡らしたが，やがて言った。「こうしよ
う。倉を壊して，もっと大きいのを建て，そこに穀物や財産をみなしまい
（笑い），こう自分に言ってやるのだ。『さあ，これから先何年も生きて行
くだけの蓄えができたぞ。一休みして，食べたり飲んだりして楽しめ』（笑
い）と。」しかし神は，「愚かな者よ，今夜，お前の命は取り上げられる。
お前が用意した物は，いったいだれのものになるのか」と言われた（笑い）。
　これはまさにブラックジョークであり，金持に対するイエスの冷笑的な嫌
悪感が濃厚に滲み出ている。わが世の春を謳歌する金持がただそれだけの理
由で死ぬことになるのか。はたしてそんな残酷なことが許されていいのか。
そんな宣告を勝手に下す「神」とはいったい何なのか。だがイエスはそのよ
うな一般的常識をはるかに超越している。そして，このようなイエスの過激
な発言が最底辺者たちの笑いを誘っていたのも事実であろう。とにかくイエ
スという人間は一筋縄では捉えられない。そして，常識的な枠の中には決し
て納まらない人間なのだ。
　「ある金持ちの畑が豊作だった」という冒頭から，聴衆の関心を引き寄せ
たであろう。イエスの語り口は実に巧妙である。「どうしよう。作物をしま
っておく場所がない」からはおそらく笑いの連続となったのではあるまいか。
そして，「今夜，お前の命は取り上げられる」という最後の言葉によって，
聴衆の口元にかすかな薄笑いが広がっていたであろう。
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　金持は絶対に神の国に入れない。それどころか地獄に落ちて命までも取り
上げられる。なんと厳しく冷たいメッセージではないか。だが，「盛大な宴会」
の譬え（ルカ14,16－23）によると，金持自身が神の国への招待を拒否して
いるのである。
　 　ある人が盛大な宴会を催そうとして，大勢の人を招き，宴会の時刻にな
ったので，僕を送り，招いておいた人々に，「もう用意ができましたから，
おいでください」と言わせた。すると皆，次々に断った（笑い）。最初の
人は，「畑を買ったので，見に行かねばなりません。どうか，失礼させて
ください」と言った（笑い）。ほかの人は，「牛を二頭ずつ買ったので，そ
れを調べに行くところです。どうか，失礼させてください」と言った（笑
い）。また別の人は，「妻を迎えたばかりなので，行くことができません」
と言った（笑い）。僕は帰って，このことを主人に報告した。（中略）主人
は言った。「通りや小道に出て行き，無理にでも人々を連れて来て，この
家をいっぱいにしてくれ（笑い）。」
　マタイにも平行記事があるが，全体的にルカのほうがイエスの譬えの原形
を保持していると考えられる。21節後半－22節（中略の部分）と24節はルカ
による挿入であろう。ここには農村的なイメージがあふれている。農村で忙
しそうに働いている金持たちの姿が生き生きと描かれている。だが，彼らは
「畑を買った」というほどのかなり裕福な資産家であり，イエス周辺の小作
農や日雇い労働者とはまったく異なるエリートたちである。エレミアス『イ
エスの譬え』（194－195頁）によれば，「二頭ずつ五組」の牛という表現は，
少なくとも45ヘクタール以上のかなり大きな土地を所有している有力者，大
地主を示すものである。
　この話の聴衆は，「何を食べようか何を着ようか」と悩むような貧しい農
民たちであろう（ルカ12,22）。彼らにとって，畑や牛を買うことなどまった
く考えられないことであった。そのような金持たちが神の国の招待を断ると
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いうこと自体，貧しい人々の笑いを誘ったことだろう。結婚したばかりとい
うのも，なんとも微笑ましい話しぶりである。
　さて，資産家たちに代わって神の国に入るのは，「通りや小道」の人々で
ある。この表現だと，そこにいる人は誰でも神の国に入れるということにな
り，社会の最底辺者たちが神の国に入るというイエスの姿勢と異なることに
なる。しかしながら，「小道」と訳されている単語は「囲い，垣根，石垣」
のことであり，大きなぶどう園や金持ちの邸宅を囲うために用いられるもの
である。すなわち，そこに集まってくる人々とは，ぶどう園の仕事を求める
日雇い労働者（マタイ20,1）や金持の邸宅周辺で施しを期待する乞食たち（マ
ルコ10,21）のことになるであろう。
　そして，「通り」（大通り）にいる人々も，いわゆる「路上生活者」のこと
をさしていると考えられよう。すなわち，このテキストにおいても，神の国
に入るのはやはり社会の最底辺者たちにほかならないのである。この「大通
り」も「垣根」も複数形であり，街のあちこちに生きているそのような人々
を，「無理にでも」神の国に連れて来いと命じているのである。ここには，
きわめて農村的・日常的な題材を用いて，貧しい人々の視点からきわめて楽
天的に神の国を語ろうとするイエスの姿勢がはっきりと見いだされるであろ
う。
４
　次に，「仲間を赦さない家来」の譬え（マタイ18,23－34）をとりあげる。
ここでは途方もないほどの金額が語られている。
　 　神の国は次のようにたとえられる。ある王が，家来たちに貸した金の決
済をしようとした。決済し始めたところ，一万タラントン借金している家
来（笑い）が，王の前に連れて来られた。しかし，返済できなかったので
（笑い），主君はこの家来に，自分も妻も子も，また持ち物も全部売って返
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済するように命じた（笑い）。家来はひれ伏し，「どうか待ってください。
きっと全額お返しします」（笑い）としきりに願った。その家来の主君は
憐れに思って，彼を赦し，その借金を帳消しにしてやった（笑い）。とこ
ろが，この家来は外に出て，自分に百デナリオンの借金をしている仲間に
出会うと，捕まえて首を絞め，「借金を返せ」と言った（笑い）。仲間はひ
れ伏して，「どうか待ってくれ。返すから」としきりに頼んだ（笑い）。し
かし，承知せず，その仲間を引っぱって行き，借金を返すまでと牢に入れ
た（笑い）。仲間たちは，事の次第を見て非常に心を痛め，主君の前に出
て事件を残らず告げた。そこで，主君はその家来を呼びつけて言った。「不
届きな家来だ。お前が頼んだから，借金を全部帳消しにしてやったのだ。
わたしがお前を憐れんでやったように，お前も自分の仲間を憐れんでやる
べきではなかったか。」そして，主君は怒って，借金をすっかり返済する
までと，家来を牢役人に引き渡した（笑い）。
　「一万タラントン」とはまさに気の遠くなるような巨大な金額である。一
タラントンは6000デナリオンだから，6000万デナリオンに相当する。「ぶど
う園の日雇い労働者」たちの日当が「一デナリオン」（日当としてはかなり
の高額！）であるから，「一万タラントン」とは，一度に6000万人もの労働
者を雇える数字，一人の労働者ならば16万年間も雇えるような数字となる。
いずれにしても気の遠くなるような天文学的な金額である。なお，当時の一
日のパン代は12分の１デナリオンであったという（エレミアス『イエスの譬
え』善野碩之助訳，新教出版社，1969年，223頁）。
　さて，ここでもイエスは「神の国は次のようにたとえられる」と神妙に話
しはじめている。一同興味津々シーンとして聞いていたことであろう。今度
はどんな大胆で面白い「神の国」を持ち出してくるのやら……。それがなん
と「一万タラントン」もの莫大な借金の話しだとわかるやいなや，聴衆の中
には大きな爆笑の渦が広がっていったにちがいない。徹底した「誇張」こそ
大きな「笑い」を引き出す秘訣である。まことに巧妙な語り口であり，聴衆
桃山学院大学キリスト教論集　第46号
― 94 ―
の心を一気にとらえてしまったことだろう。ましてや，ほとんどの聴衆にと
って一デナリオンでもめったにお目にかかれない，夢のような代物なのであ
る。あとはきっと笑いの連鎖となったにちがいない。「どうか待ってください。
きっと全額お返しします」という家来の発言には，全員が腹をかかえて大笑
い，主君がその家来の借金を帳消しにしてやったところで大笑い，その家来
が百デナリオン貸していた者の首を絞め，「借金を返せ」と言ったところで
またもや大笑い，そして最後に主君がその家来を牢獄に入れたというくだり
でも，もちろん爆笑の渦であったにちがいない。
　この「神の国」の譬えは誰が聞いてもよく分かり，実に面白く，あれこれ
難しい説明を加える必要などまったくないであろう。「神の国」が到来する
時に，神（＝王）によって裁かれるのは，一万タラントンもの借金を免除さ
れたのに，わずかな借金を返せない者を決して赦そうとはしなかった「家来」
なのである。この「一万タラントン」は途方もないほどの「大金持」の単な
る誇張であり，現実にはまったくありえないような「作り話」として物語ら
れたのであろう。しかしながら，紀元前１世紀のヘロデ大王の１年間の税収
が「900タラントン」であったから，この「家来」像にはやはりローマ帝国
の支配者・権力者という現実的イメージがつきまとわざるをえないであろ
う。
５
　「タラントン」に関するもうひとつの譬え（マタイ20,14－30）にも言及し
ておこう。ルカ19章11－27節にも平行記事があるが，マタイのほうが元来の
物語をとどめているであろう。
　 　ある人が旅行に出かけるとき，僕たちを呼んで，自分の財産を預けた。
それぞれの力に応じて，一人には五タラントン，一人には二タラントン，
もう一人には一タラントンを預けて旅に出かけた（笑い）。早速，五タラ
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ントン預かった者は出て行き，それで商売をして，ほかに五タラントンも
うけた（笑い）。同じように，二タラントン預かった者も，ほかに二タラ
ントンをもうけた（笑い）。しかし，一タラントン預かった者は，出て行
って穴を掘り，主人の金を隠しておいた（笑い）。さて，かなり日がたっ
てから，僕たちの主人が帰って来て，彼らと清算を始めた（笑い）。まず，
五タラントン預かった者が進み出て，ほかの五タラントンを差し出して言
った。「御主人様，五タラントンお預けになりましたが，ご覧ください。
ほかに五タラントンもうけました（笑い）。」主人は言った。「忠実な良い
僕だ。よくやった。お前は少しのものに忠実であったから（笑い），多く
のものを管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ（笑い）。」次に，二タラ
ントン預かった者も進み出て言った。「御主人様，二タラントンお預けに
なりましたが，ご覧ください。ほかに二タラントンもうけました（笑い）。」
主人は言った。「忠実な良い僕だ。よくやった。お前は少しのものに忠実
であったから，多くのものを管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ（笑
い）。」ところで，一タラントン預かった者も進み出ていった。「御主人様，
あなたは蒔かない所から刈り取り，散らさない所からかき集められる厳し
い方だと知っていましたので（笑い），恐ろしくなり，出かけて行って，
あなたのタラントンを地の中に隠しておきました（笑い）。ご覧ください。
これがあなたのお金です。」主人は答えた。「怠け者の悪い僕だ（笑い）。
わたしが蒔かない所から刈り取り，散らさない所からかき集めることを知
っていたのか（笑い）。それなら，わたしの金を銀行に入れておくべきで
あった（笑い）。そうしておけば，帰って来たとき，利息付きで返しても
らえたのに（笑い）。さあ，そのタラントンをこの男から取り上げて，十
タラントン持っている者に与えよ（笑い）。だれでも持っている人は更に
与えられて豊かになるが，持っていない人は持っているものまでも取り上
げられる（笑い）。」
　まさにこれは古代資本主義の姿であり，現代社会にもそのままあてはまる
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ような物語かもしれない。一読したところ，「主人」である「神」あるいは
語り手の「イエス」が，そのような「金儲け」を絶対化し奨励しているよう
に読めないことはない。ここからすぐに，神から与えられている貴重な「タ
ラントン」（＝いわゆる「タレント」）を一人一人の人間が有効に活用すべき
である，という「能力主義」の説教が生み出されてくるであろう。しかしな
がら，イエスはこの物語を決して「神の国」の譬えとして語っているのでは
なく，また「主人」を神として語っているのでもない。そのような終末論的
審判の構成を作りあげたのはマタイであり，しかもマタイ自身もこれを神の
国の譬えとは記していない（14節冒頭）。
　では，イエスはこの物語をどのような意図をもって語ったのだろうか。そ
れは，自分たちとはまったく無縁の大金持や権力者たちの実態として，むし
ろ彼らを批判的に突き放したような形で，「あいつらも結構たいへんなんだ
ぞ！」とかなり皮肉な笑いをたっぷりこめながら語ったのであろう。聴衆た
ちもまた，自分たちとはまったく無縁の雲の上の話しとして，おそらく大笑
いしながら聴いていたのだろう。ここでもまた，「一デナリオン」でもまさ
に夢のような金額であった「ぶどう園の日雇い労働者」たちにとっては，こ
れは格好の笑い話となったにちがいない。もちろん，ここでもイエスは事実
そのままではなく，巧妙な「作り話」としてかなりオーバーに面白おかしく
語ったのであろう。イエスの主張は，「だれでも持っている人は更に与えら
れて豊かになるが，持っていない人は持っているものまでも取り上げられる」
という最後の発言にあるのだろう。
　「五タラントン」や「二タラントン」もの大金を，「少しのもの」として「僕」
たちに貸し与えられるような「主人」とは，いったいどのような人間たちだ
ったのだろうか。田川建三『イエスという男』（第二版，作品社，260頁）が
指摘するように，「ローマ帝国の皇帝」とその「属州の長官」たちであった
のかもしれない。「蒔かない所から刈り取り，散らさない所からかき集める」
という「主人」への批判は，ローマ帝国に対するイエスのあの痛烈な発言と
密接に結びつくであろう。
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　 　諸民族の支配者とみなされて連中が，彼らの上に君臨し，あの〈尊大者〉
どもが彼らに対して権力をふるっている。（マルコ10,42，私訳）
　諸民族の上に権力をふるう者が守護者と呼ばれている。（ルカ22,25，私訳）
６
　つづいて，「不正な管理人」の譬え（ルカ16,1－８a）を検討しよう。なお，
これにつづく８節後半から13節は後世の付加であろう。
　 　ある金持ちに一人の管理人がいた。この男が主人の財産を無駄遣いして
いると，告げ口をする者があった（笑い）。そこで，主人は彼を呼びつけ
て言った。「お前について聞いていることがあるが，どうなのか。会計の
報告を出しなさい。もう管理を任せておくわけにはいかない。」管理人は
考えた。どうしようか。主人はわたしから管理の仕事を取り上げようとし
ている。土を掘る力もないし，物乞いをするのも恥ずかしい（笑い）。そ
うだ。こうしよう。管理の仕事をやめさせられても，自分を家に迎えてく
れるような者たちをつくればいいのだ。」そこで，管理人は主人に借りの
ある者を一人一人呼んで，先ず最初の人に，「わたしの主人にいくら借り
があるのか｣と言った。「油百バトス」と言うと，管理人は言った。「これ
があなたの証文だ。急いで，腰を掛けて，五十バトスと書き直しなさい（笑
い）。」また別の人には，「あなたは，いくら借りがあるのか」と言った。「小
麦百コロス」と言うと，管理人は言った。「これがあなたの証文だ。八十
コロスと書き直しなさい（笑い）。」主人は，この不正な管理人の抜け目の
ないやり方をほめた（笑い）。
　この譬えはもっとも難解なパズルとされてきた。「主人」が「不正な管理人」
をほめたからである。しかも「終末」や「危機」への「決断」は，この譬え
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の中には見出せない。このパズルを解くための手がかりは，「負債者」たち
の側に視点を移してテキストを読むことであろう（田川建三）。借金の証文
を書き直してよいというのだから，そんなおいしい話はまたとない。自分の
手で書き直すのだからばれることもないだろう。もしばれたとしても，「不
正な管理人」のせいにすればよいのだ。多額の負債を抱えている人間（聴衆）
にとって，まるで夢のような話ではないか。そんな管理人が自分たちの側に
一人でもいてくれたらどんなによいだろうか。もちろん，多少の罪意識は感
じざるをえないが……。なお，エレミアス『イエスの譬え』200頁によれば，
「油百バトス」は約1000デナリオン，「小麦百コロス」は約2500デナリオンほ
どである。
　最後に発せられた言葉は，そんな聴衆の心の奥底まで十分に知り尽くして
いるかのごとくである。不正を働いた自分の部下をほめるような「主人」な
ど，現実には決して存在しないであろう。そんなことはわかりきっている。
イエスもまたそれが「不正な管理人」であることぐらい十分に承知している。
それにもかかわらず，いやそれだからこそ，イエスは最後の言葉を付け加え
たのだ。その「主人」とはおそらく「主なる神」のことをさしているのだろ
う。もしそれを語ったのが「イエス」自身であったとしても，結局は同じよ
うな意味になる。すなわち，「現実の主人はそのような管理人を決して赦さ
ないであろうが，われわれのほんとうの主なる神様は，この管理人のなした
不正をきっとほめてくれるにちがいない！」聴衆の間に共感と爆笑の渦が広
がっていたにちがいない。
　借金がチャラになってくれたらどんなによいだろうか……。これは多額の
負債を抱える人間の共通の願望である。いわゆる「主の祈り｣において，イ
エスはまさに「借金の帳消し」を神に祈り求めている（マタイ6,12）。それ
が借金地獄に苦悩する人間の唯一の願望なのだ。そうだとするならばそれを
はっきり言ってしまえばいいのだ。「借金を帳消しにしてください！」それ
こそが真実の「祈り」というものなのだ。こんな大胆な祈りを唱えてしまう
イエスならば，負債を勝手に減額した管理人をほめることなどたやすいこと
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だろう。そして，イエスが語るこのような「神」は，「ぶどう園の日雇い労
働者」のあの「主人」の姿とも重なってくる。
７
　「金持」に関するテキストを「笑い」という視点から検討してきた。いた
るところでイエスは金持に厳しい批判的姿勢を持ちつづけている。しかしな
がら，金持でも救われるという有名なテキストが二つ存在している。「放蕩
息子」（ルカ15,11－32）と「徴税人ザアカイ」（ルカ19,1－10）の物語である。
いずれもルカ福音書のみに見いだされる独自資料であり，ルカの手による脚
色がかなり加えられていて，このままの形で歴史的イエスにまで遡りうるも
のとは認められない。
　「徴税人ザアカイ」の元来の伝承部分は６節後半－７節と９節であろう。
すなわち，徴税人に迎えられたことを批判されると，イエスが「この人もア
ブラハムの子なのだ」と言い返しただけである。徴税人レビの家で食事をと
ったことを批判されたイエスが，「罪人を招くために来た」と反論した物語（マ
ルコ2,13－17）と重なってくる。したがって，２節の「金持」と８節の「施し」
はルカの挿入であろう。あるいは，この徴税人が「施し」を約束したので，
イエスが彼の家の客人になったのかもしれない。イエスは金持に「施し」を
要求しているからである（マルコ10,21）。
　「放蕩息子」の譬えもまた，ルカ（あるいはルカ教団）が伝承をもとにか
なり多くの脚色を加えながら創作したものであり，イエス自身が語った物語
ではないであろう。そこでは「罪人の悔い改め」（ルカ5,32）というルカ神
学が強調されている。金持の放蕩息子がふたたび父（＝神）の家に迎えられ
るには，「罪の悔い改めと告白」が必要とされている（ルカ15,18－19，21）。
だがイエスは，論争者たちに対して，「罪人を招くために来た」（マルコ
2,17）と逆説的に宣言するだけである。
　さらに，財産を売って貧しい人々に施せと要求された金持が，イエスのも
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とから「立ち去った」という（マルコ10,22，マタイ19,22）。金持との人間的
関係がここではっきりと遮断されている。しかしながら，ルカ福音書はこの
「立ち去った」という言葉を削除することによって（18,23），イエスとの関
係修復の可能性を残そうとしている。ルカが富者の施しと貧者の救済をどれ
ほど訴えたとしても，それはどこまでも「理念」としての「貧者」にすぎな
い（荒井献「理念としての『貧者』」『思想』1975年４月号）。ルカはどこま
でもヘレニズム時代の富裕層のために書かれた福音書なのである。
＊　＊　＊　＊　＊
　最後に，「金持ちが神の国に入るよりも，らくだが針の穴を通る方がまだ
易しい」というあの言葉にもう一度もどりたい。金持がイエスのもとから「立
ち去った」あとで語られたものである。もちろん金持に対する厳しい批判が
みなぎっているのだが，どこかに何とも言えない可笑しさもひそんでいる。
単純に，「金持が神の国に入ることなど絶対にありえない！」と冷たく断定
してしまえばすむものを，わざわざ「金持が神の国に入る」と「らくだが針
の穴を通る」とを見事な対句にしているのだ。金持が何とかして神の国にも
ぐり込もうとしている愉快な姿が浮かんできて，思わず微笑へと誘われてし
まう。厳しい冬の寒さの中で，花のつぼみがほころんでくるようなものだろ
うか。
　いずれにせよ，イエスのユーモア感覚はなかなかのものである。
